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VIQl+iV2Q2
とかける｡ここでk,g,Vl,V2は振電相互作用のパラメーターで､p,0はノーマル座標に
極座標を導入したもので､ol,Ohはbl,b2の振動数である.E⑳e型のハミルトニアンでは
eの振動数を1にとってある｡
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図1､2にそれぞれE⑳e型､E⑳(bl+b2)型のポテンシャル曲面を示してある｡下側
のポテンシャル曲面はE⑳e型の場合には3つの同等な極小点､E⑳(bl+b2)型の場合には2
つの同等な極小点を持つ｡これらの系では同等な極小点を1周する軌道は幾何学的位相因
千-1を与えるこが示せる｡
図1 E⑳e型ヤン･テラーモデルにおけるポテ
ンシャル曲面.パラメーターは k=3.0,g=0.2.
?
?
?
??
?
?? ?
?
?
?
??
図3 E⑳C型ヤン･テラーモデルにおける振電
基底状態の原子の確率密度分布｡
図2 E⑳O)I+b2)型ヤン･テラーモデルにおける
ポテンシャル曲面oパラメーターは012=0.7,
022=0･3-Vl=2･5,V2=1.50
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図4 E⑳O)1+b2)塑ヤン･テラーモデルにおける
振電基底状態の原子の確率密度分布｡
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E⑳e型の振電準位 の対称性はE または､Alであるが､基底状態は幾何学的位相因
千-1の影響でE対称性をもつ｡したがって2つの振電波動関数が基底状態に属し､そ
の2つの線形結合をうまくとってやると､1つの極小点に局在した状態をつくることがで
きる (図3)｡この状態はエネルギーの固有関数なので､ トンネル効果により他の極小点
に移動することはない｡E⑳(bl+b2)型の振電準位はE対称性であり､すべての振電準位が
2重に縮退している｡したがってすべての振電準位に対して､1つの極小点に局在したエ
ネルギー固有状態をつくることができる (図4)｡これはアンモニアの反転運動に対する
2重井戸ポテンシャルでの振る舞いと大きくことなる｡アンモニアの反転運動の場合一方
の極小点に局在した状態はエネルギー固有状態ではなく､そのような状態はやがてはトン
ネル効果によりもう一方に移る｡しかしE⑳(bl+b2)型のヤン･テラー問題でみられる2重
井戸ポテンシャルでは一方の極小点に局在した状態はエネルギー固有状態ではあり､その
ような状態は安定である｡
4 終わりに｡
振電相互作用の問題は古い問題であるが､まだまだわからないことも多い｡幾何学
的位相､ゲージポテンシャルなど､ トポロジーや微分幾何などの数学的手段を使った解析
がこの複雑な問題を扱うのに強力な武器になるように思う｡
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